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ATP （ア デ ボ ス ・コ …
ワ ） 20111g筋注 ，

1 日 1 回 14日間

  　入 院患者

第 13群 　妊 娠 中 毒症 に 聞 す る 問 題

　同 上 妊娠 8 ヵ 月以降の 者 で，浮瞳 監 蛋 臼尿，血圧亢進

の 3者 を 共 に 認 め た もの ．

　ATP （ア デ ホ ス e コ ー一ワ ）30皿gffJ；・注．

　 1　日　1 匡」114〜210 問

　◎　治療効果

　外来患首 ごは 大部分 （18例 中13例 ） i、
．
於て 浮腫 の 減 退

史は 消失 婁：認 め、辷。

　入 院患者で は ，尿量 の増加 ， 浮腫の 減退は 殆 ど全例 に

認 め ら れ た が血 圧 の 低 ド，尿蛋 白の 減少は 必 ず し
』
舁 劉！lj

で は な く，ir・1特 に 行 な っ た 臨床 検 査 成績
ヤ∫

は ，肝 機 鴕，

電解質等の 値に 著変 を 認 め 彳1｝溶 か 二・た ．

　125．に刻す る質問　　　　　〔日医大 頁 青水 八 洲雄

　 治 療 前 の 検 査は 7、院 し
 
ぐか ら 何 口 目 に 猷．气∴ 政 二お り 崇

す か ，我 々 の 経験 で は 入院安静 ， 食事療 法 の み で 症 状の

軽快す る例 が 多い の て
．
， 少くと 亀．5 日 ぐ らい た コ こか 与

検査 対称 と す
1
る の が い い の こは な い こ ：．よ ：・ か ．

　笞弁　　　　　　　　　　（
7
三楽病1究）真田　幸

一．’

　治療開始前の 検 査 は 入 院第 且 日 目に行 ッ て い るの で，

食餌療法 の み に よ る効果 とは 区別出来 な い 、此 の 点，再

検 討 して デ
ー

タ を 厳格 に した い 。

　質 問　　　　　　　　　　　　 （態大：〕瀬戸　致 行

　 ATPO 使用ぱ Kind ．　Gebur し Shock に 対す る 影響

は 如何．

　答弁　　　　　　　　　　（三 楽病院 ） 真 田　
．
幸
．−

　 Cイ ）現在の 所 Geburt に対す る影響 は ニコい

　 （ロ ）注射 に よ る shock も認め られ ない

　126 ．　 妊娠 中毒症後遺症 に対す る新 しい 検討

（第 2 報）

　　　　 f東京警察：）

　　　　 田中　敏晴，藤崎 雅 」
：，深 山　眞

．・

　　　　 ⊂東大：）

　　　 塚 田　　郎 ，星 合　久 司，本悶　担夫 ，

　　　 小林 　　博 ，宮原　　忍 ，加賀谷 武 ，

　　　 町田　純
一

， 本多　　洋 ，隔田 　鉄雄

　　　　個 、堀 セ ン タ ー放 射線科 ）　 松平　寛通

　我・’〈　［”ま既 に 第13回、日本 産科婦 人 科学会 に 於 ぐ本問題

に っ き論 じ，」血管 性 閃 子 の 電 要性 を強調し，t，二の 高血圧

遺残が 妊娠 中の 経過 と どの 様 な 関係 に あ る か，遺 残例で

日 産 婦 誌 ［5特 95 ・
臨 時 増 †

1」

：ユ病 態生 理 学 的 に ，或 い は 機 自皀的 に 曲管系，腎系に 如何

な る変化 が 見 ら れ斥5か
， その 実熊を把握 す る 目的 で統 計

的観察 に加 ．辷，次の 様 な新 しい 検討法 を 用い 追究 を行っ

　 そ の 成績 を 要約
’．i』る と ，

　］） 腎
广

「検 1 後遺症遺残例 で は giemerulUS の 毛細管

基底嘆 に 肥厚膨 1ヒがあ りVas 　afferens 曙）壁 に hyarinesis

とilb「osis が 見 ら れ 客） こ とが 多 く，特 に 小動脈壁の media

の ilbroseが 高血，LI［−i寺続例 に 著明の 様で あ つ た ．

　 2） 1〈adiois．。t．ope 　Kenograln の 検討

　 【［・凵 　LliP；）ur ” ii15 − 3GμC ．・
部に は Ilg”o’，−Neehyclrin 　を

イ并用 1．・Scinlirenogr「aphy 　／
’
t：行

一
・た i列・らあ るが 26f歹Ilr卜偏

腎，「lk変 il　4 ，　1・［「亅腎・ヒ主饗 イ匕8 ▼　til膚ケ14i歹『ご、li．．’r隻」e　9寺徴 1｛勺

と思 わ，i1る の は

　   　異常群 では 既 往 に 尿 ［li　 di 腎結石 s 腎炎 ，中 毒症 等

闘 主が、Jl・常 1
’
多し・事．

　   　 レーil1型 娘度 が 高 い 事、

　   　向 血 ［i｛長期持続イ詞1が 多い 亊 で あ る 。

　 3）　1．艮底所 兜及 ・1網 摸 L｝1心動脈血廴L：の 測定

　 （Baillart　！，E− PynamGmeter 　／1こ：．よる）

　網 嗅 串 心 動脈血 卜ξは 後懲 「惣 O例 に つ い て 測定 しK −W ・

1 度 で は 86．5，11度で は 97。｛〕 （⊥匚1常値TO．8：） ご全身 血圧

［i三常 で もRAP ↑例 が 50％あ つ た ． （14例中 7例）

　 4）　　尿 中 　Catecholai皿 illes　dL）定・
躍：

　阪大薬琿 学 教 室 の ノ∫法 に則 つ て A ・NA 三： DOPA を

分離抽出 レTHI 法 に よ り定量 した 。　 NA 値は 収 縮期 血

圧 と可虞 り棚 関が み らオしる様 で あ るが，そ れ程著明で な

く 180mm  以土 の もの では
’
v ・ず れ 屯高価を示 した．

　 5）　　臼憶次（こ刈≦茅…な 諸検 査 も行
一
つ た．

　 指 尖容積脈波検 査 s
．寒 冷昇圧 試験

　 血 111 総 コ レ ス ナ ロ
ール の 定 駐

　 妊娠中毒症慢 性 化の 突態を把握す る た め に は 進歩 した

各種検 査 を瀞 使 して 広 く末梢 1祠階 動態 あ る い は 各種臓器

病変の 慢 性 1ヒに ／．，L 丶て解明す る必 要が あ る．

　 126，1こ対す
r
る 質 問　　　　　　　　　　　　（頁tt丿く）　宮崎 　　夊f仁書

　 1〈adio ｛setepe 　 E“enograiiLnTt の 波型 は 璽，ete ¢ t〔〕r の 当

・
ツ ∫，被検 者の 6den1，肥満 度 等 に よ り左 右 され と戸 い

わ れ て い
・ttす 恋・常 ：

・早．一一
定 ¢ ）波型が 得 ら れ る もの こ し ．、う

　誉弁　　　　　　　　　　 （東京 警察 ♪ 田 中　敏晴

　現在の 段階 ごは 査 た例数 ぐ、少 く，再 現性定量 白験 討 が

可能か に つ い て も 検討中 ご あ V）　］1彡究比 較 して 判定 する 段

階
ヒ
ニ．あ る ．

N 工工
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127 ． 妊娠中毒症 の後遺症 に 関 す る長期観察

　　　 （賛膏会）

木下 正
一

，竹岡 　秀策，滝沢

小 島　貞道 ， 助川　幡夫 ， 神山

平川　浩
一，田 申勝之助，静谷

祐

三

夫

明

善

晴

我・を は，1956年 1 月 よ り1960年ユ2月 に 至 る 5力年間に

養育会病院 に 於 て分娩を した ．

　 17，034　ノ  の うち，　分女免肖fi妊娠 1「r毒症 を刀辷L，メヒ1，203

例 ：こ 就 て ， 分娩後 1 年以 Lを騨過 した 後 に 於 け る 後遺症

の 実態 を調 査 する目的をもつ て ア ン ケ ー・
ト を行い ，そ の

ろち来院 し た 102人 に 就て 検診を し ， 今 回 診察時後遺症

を有 して い た 群 （A 群 ） と，後遺症の な か っ た群 （B 群

） とに 分けて種 々 と検討 を加 え，次の 如 き結果 を得 た ．

即 ち ， 分娩前妊 娠中毒症があっ た もの は全 妊娠中の 7。0

％ で あ り，その う ちの 8．5％ 102人 が ，今 回 の 調査 の 為

に 来院 し ， その 38。2％ 40入 に後遣症 が認め られた ，

　其 処 で ，
A ，　 B 両 群 を比較 して み る と ， 年令 との 関係

で は，A 群 に 於 て は，35才 以 上 の 高 年 者 に 於 て 後遣症 を

残 す 率が 急増す る傾向 に あっ た．経産回数で み て 亀， ム

群 に於て は 分娩 回数の 多 くな る程後遺症 を残す頻度は高

くな つ て お り，亦 そ の 後の 妊 娠 との 関係をみ て も，妊 娠

す る毎 に 中毒症の 発現率 は 高 くな つ て い る．次 に 生 活環

境の 後遺症へ 及 ぼ す影響 をみ る 為，配偶者の 職業 を調 べ

て みた が ， 自宅 で仕事を して
’
o る 自営者群 に属 して い る

者 は，B 群では 22．6％ で あ つ た が ，　 A 群 で は ，35。0％ と

多 くな っ て い る．亦高晦圧 や 腎炎 の 既 往 が あ つ た も の

は ， A 群にの み 認 め られ ，
　 B 群 に は な か つ た．

　次 に 前回 妊娠中の 中毒症 の 症 状 を み る と，先 ず，発 症

時期では ， 妊娠 6 乃 至 8 ヵ 月の 間 に 発症 した もの は，B

群では12。8％ に 過ぎな い が，A 群では 45．0％ と高率を示

して い る．そ して ， 発症 時 の 症状 は、高 血 圧症群 と非 高

血 圧症群 とに分けて み る と， A 群では¢7．5％が高」血圧症

群 に属 した が ， お群では 31．9％ が ，こ れ に 属す る に 過 ぎ

な か っ た ．亦中毒症最盛期の 症状をみ て も尿蛋白 と浮瞳

の 点で は ， A 群 ，
　 B 群 に 差異 は ない が，1血圧 に 於て は ，

A 群
．
ごは 高血旺 を認 め た もの が 90％ で，而 も半数 以一Eの

55％ は ， 最高血 圧 180以 上 ，最低 血 圧 11D以上 の 重症で

あ つ た ．然 る に B 群では，重症 を 承 した もの は 2τ。4％ に

過 ぎな か っ た ．

　次 に分娩後の 後遣症持続期間を み る と，B 群 に於は，

1年以 内に於て ， 全例治療 して い るが，A 群で は 半数以

上が， 2 年以 E持続 して い た ．

　此 等 の 成績 に 基 き，最 後 に後 遣 症 の 病 型 を分類 して み

る と，
1 カ 月 以 上 後遺症持続 した 66例中，高血圧症群 に 属

す る
．
もの は 41例 中，78譲 であ つ た．そ して 更 に 5力 年問

の 畏期観察 を した 今 回の 検診の 結果 で は T 後遺症 を 残 し

て い た 40測中 ， 高血圧症群に属す る もの は ，
33例 ， 82．5

％ とな っ て お り，1貞廴管系因子 を有 す る もの は，長期 に 亘

つ て e一の 影響 を残 す もの である 事が判つ た ．こ の事は 妊

娠 中毒症 の 治療 に あ た つ て ，此 等 高血 圧 症 状 を 示す も の

に対 して は，妊娠 及び産褥に於 げ る注意 と加療 が，特 に

必要である事を 示 唆す る もの で あ る と思われた．

　127．に対 す る 質 問 　　　　　　 〔熊大） 瀬戸　致行

　  　後遺症に対ナ る治療は どの 様に さ れ て い ら れ る

か．

　  　血 圧 は Mittel が イ∫効 な場合が 多い が，蛋白尿 に

対す る治療 は む つ か しい と思わ れ るの で，どん な もの を

用 い て い られ る か ．

　答弁　　　　　　　　　　　（賛育会）助川　幡夫

　 「中毒症患者 に 対 して は どの よ うな 薬剤 を使用して い

る か 」 に対 し，

　妊 娠中は ， 減塩 ，減 永療法 を 第
一

と し，之 に 降圧剤 ・

利尿剤の 併用を行 な つ て お り ます ．

　 「副腎皮質 ホ ル モ ン の 使用」 に対 して，

　特 に副腎皮質 ホ ル モ ン は 使用して お りませ んが 蛋 白 尿

を 後遺症 と して 残 して い る もの に対 して は キ ド ラ 等 の 投

与 を行なつ て お りま す．

　第13群 に 対す る座長 の 総括的発 雷

　　　　　　　　　　　　　　（鳥取 大）西島　義
一

　妊娠 1卜毒症問題は 9題
一
ご， 1）　 11・毒症 と生活環境 の関

係に就い て ．2）　産褥iに 於 け る 浮睡 に 関づ
一
る問題。3）

中 毒症患者の 腎 ク リア ラ ン ス 乾 に 腎生検 に関す る検索．

4） 妊 娠 中 毒症の 血清 トヲ ン ア ミ ナ
ー

ゼ 1舌性値 に関す る

問題．5） 妊娠 中 毒症 と最低．血圧 に 関す る研究 ， 6） 妊

娠中毒症 の 予知法 と し て指尖容積脈波計検査 の 検索．

7） ATP の 妊 娠 中毒症 に 対す る 効 果 に関 す る 問題。

8）　 1い毒症後遣症 に 対す る新しい 検討，9）　中毒後遺症

に 関す る 長期観察問題等の 演題で 多数 の 嵩席 の 下 に 盛 な

交見 が あ り時間の 不 足 を 感 じた．

N 工工
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